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第
五
節
　
　
戊
辰
切
の
位
置

一　

戊
辰
切
は
一
橋
徳
川
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。
も
と
は
巻
子
本
二
巻
で
、
分
断
前
の
戊
辰
切
は
、「
す
で
に
切
り
取
ら
れ
て
い
た
一
三
行
を
の
ぞ

い
て
、
す
べ
て
欠
紙
欠
行
な
し
の
、
完
本
（
上
下
二
巻
本
）
で
あ
っ

）
1
（

た
」
が
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
切
断
さ
れ
、「
各
題
ご
と
の
断
簡
と
な
っ

て
分
散
し

）
2
（

た
」。
昭
和
三
年
の
干
支
が
戊
辰
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
戊
辰
切
と
称
さ
れ
て
い
る
。

料
紙
は
「
上
下
巻
と
も
に
、
同
一
装
飾
技
巧
に
よ
っ
て
統
）
3
（一

」
さ
れ
て
い
る
。
一
面
に
雲
母
砂
子
と
金
銀
の
切
箔
が
撒
か
れ
、
さ
ら
に
、
金
銀

砂
子
の
霞
引
が
施
さ
れ

）
4
（

た
美
術
的
な
も
の
で
、
天
地
に
は
薄
墨
の
界
が
一
条
ず
つ
引
か
れ
て
い
る
。

書
写
者
は
、
藤
原
伊
行
（
生
年
未
詳
―
一
一
七
二
以
後
）
で
あ
る
と
伝
称
さ
れ
て
き
た
が
、
巻
上
と
巻
下
は
明
ら
か
に
別
の
手
に
成
る
。
巻
上

が
藤
原
伊
行
、
巻
下
が
そ
の
父
に
あ
た
る
藤
原
定
信
（
一
〇
八
八
―
一
一
五
四
以
後
）、
す
な
わ
ち
、
定
信
・
伊
行
親
子
に
よ
る
と
す
る
説
も

あ

）
5
（
る
が
、「
下
巻
を
親
が
書
写
し
、
子
が
上
巻
を
書
写
す
る
例
は
、
当
時
の
常
識
で
は
、
尋
常
で
は
な
く
、
下
巻
は
、
定
信
の
筆
跡
と
酷
似
し
た

書
を
書
い
た
人
物
を
想
定
す
る
考
え
も
あ

）
6
（
る
」。

堀
部
正
二
氏
は
平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
を
、
主
に
、
本
文
の
近
似
関
係
か
ら
、

⑴
御
物
傅
行
成
筆
粘
葉
裝
本
の
系
統
に
近
き
も
の
…
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切

⑵
關
戸
家
藏
傅
行
成
筆
本
（
源
兼
行
筆
）
の
系
統
に
近
き
も
の
…
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本

⑶
い
づ
れ
と
も
判
定
つ
か
ず
夫
々
に
特
異
の
本
文
を
有
し
て
雜
類
と
も
稱
す
べ
き
も
の

に
三
大
別
さ
れ
、
戊
辰
切
を
、「
⑴
・
⑵
両
者
の
特
徴
を
混
有
し
て
別
系
を
な
せ
る
類
」
と
し
て
、
⑶
に
分
類
さ
れ

）
7
（

た
。

ま
た
、「
知
り
得
た
百
三
十
餘
首
に
つ
い
て
み
る
に
上
巻
は
傅
世
尊
寺
行
尹
筆
本
に
一
致
す
る
所
多
く
、
下
巻
は
關
戸
家
本
系
統
に
近
い
所
、

粘
葉
裝
本
系
統
と
一
致
す
る
所
と
相
半
ば
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
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今
回
、
分
断
以
前
の
原
姿
に
近
い
状
態
の
戊
辰
切
の
複
製
）
8
（本

、
及
び
堀
部
・
久
曽
神
両
氏
の
ご
論
に
扱
わ
れ
な
か
っ
た
若
干
の
資
料
を
調
査
し

得
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
に
お
け
る
戊
辰
切
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
本
節
で
は
そ
の
考
察
結
果
に

つ
い
て
述
べ
る
。二

戊
辰
切
の
詩
歌
句
の
所
収
状
況
に
つ
い
て
分
断
以
前
の
複
製
本
（
昭
和
三
年　

尚
古
会
）、
及
び
『
古
筆
学
大
成
）
9
（

』
に
拠
り
述
べ
る
。

は
じ
め
に
複
製
本
に
つ
い
て
記
す
。

巻
子
本
。
巻
上
・
下
、
二
軸
。

複
製
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
歌
句
を
詩
歌
番
号
順
に
排
列
し
直
す
と
次
の
通
り
と
な
る
。

1
〜
16
・）

10
（

18
〜
73
・
78
・
81
〜
533
・
535
〜
602
・
604
〜
677
・
679
〜
796
・
796
の

）
11
（次

・
798
〜
804

詩
歌
番
号
順
と
し
た
た
め
、「
18
〜
73
」
の
次
に
「
78
」
を
挙
げ
た
が
、
複
製
本
で
は
、
73
の
次
行
に
は
81
が
排
列
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
位
置
に

は
74
〜
80
が
存
在
し
な
い
（
78
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
こ
の
部
分
に
関
し
て
、
春
名
好
重
氏
は
、「〈
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
な
か
り
せ
ば
ゆ
き
ゝ

え
ぬ
や
ま
ざ
と
い
か
て
は
る
を
し
ら
ま
し
〉、〈
霞
〉
の
秀
句
・
和
歌
、〈
雨
〉
の
〈
或
垂
花
下
、
潛
増
墨
子
之
悲
、
時
舞
鬢
間
、
暗
動
潘
郎
之
思
、〉

ま
で
の
十
三
行
は
分
割
す
る
以
前
に
既
に
切
り
取
ら
れ
て
い

）
12
（
た
」
と
さ
れ
た
。
春
名
氏
、
御
指
摘
の
「
う
ぐ
ひ
す
の
」
歌
は
74
、「
或
垂
花
下
」
句

は
80
に
該
当
す
る
。

複
製
本
に
よ
れ
ば
、
一
首
二
行
書
き
の
73
の
一
行
目
に
紙
継
ぎ
、
73
の
二
行
目
と
次
行
の
81
の
間
に
切
断
の
跡
か
と
思
わ
れ
る
線
が
み
ら
れ
、

料
紙
か
ら
も
73
と
81
は
別
紙
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
74
の
一
首
（
一
葉
）
は
断
簡
と
し
て
『
古
筆
学
大
成
』
に
所
収
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
点
か
ら
も
、
こ
の
部
分
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
分
断
以
前
に
既
に
切
り
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
78
に
つ
い
て
は
、
8
の
次
（
9
の
前
の
位
置
）
に
移
動
し
て
い
る
。
8
・
78
・「
早
春
」（
題
）・
9
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
・
15
・
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16
の
一
〇
首
（
一
六
行
）
は
一
紙
内
で
、
78
の
前
後
に
切
り
継
ぎ
の
跡
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
8
の
次
（
9
の
前
の
位
置
）
が
78
の
本
来
の

位
置
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

従
っ
て
、
75
・
76
・
77
・
79
・
80
の
五
首
は
、
昭
和
三
年
の
分
断
以
前
に
既
に
散
逸
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

555
・

）
13
（630

は
重
出
し
て
お
り
（
555
は
81
と
82
の
間
に
も
存
し
、
630
は
16
と
18
の
間
〈
17
の
位
置
〉
に
も
存
す
る
）、
結
果
、
今
回
、
調
査
し
得
た

詩
歌
句
は
、
複
製
本
所
収
の
、
重
出
詩
歌
句
二
首
（
555
・
630
）
を
含
む
七
九
六
首
、
及
び
『
古
筆
学
大
成
』
所
収
の
断
簡
一
首
（
74
）
で
、
総
計 

七
九
七
首
と
な
る
。

三

戊
辰
切
の
所
在
不
明
の
五
首
（
75
・
76
・
77
・
79
・
80
）
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
し
、
詩
歌
句
の
有
無
、
排
列
の
面
か
ら
戊
辰
切
と
諸
伝
本
と

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
、
詩
歌
句
の
有
無
に
関
す
る
考
察
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。　

調
査
し
得
た
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
詩
歌
句
の
う
ち
、
戊
辰
切
と
諸
伝
本
と
の
関
係
を
み
る
た
め
、
脱
落
ま
た
は
追
補
で
あ
る

可
能
性
の
高
い
、
い
ず
れ
か
の
伝
本
一
本
の
み
が
他
本
と
異
な
る
場
合
を
除
く
と
次
の
ご
と
く
二
六
首
と
な
る
（
断
簡
等
、
切
り
取
ら
れ
た
も
の
、

及
び
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
外
す
る
）。
詩
歌
番
号
を
挙
げ
、
詩
歌
句
の
有
無
を
「
有
」・「
無
」
と
し
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧

内
に
示
す
。

①
17 

有
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

無
（
戊
・
巻
）

②
42 

有
（
戊
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
下
・
山
・
多
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 
無
（
雲
・
関
）

③
215 

有
（
戊
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
多
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
巻
・
葦
）

④
268 

有
（
戊
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
）
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⑤
313 

有
（
戊
・
雲
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
関
・
巻
・
和
1
）

⑥
321 

有
（
戊
・
行
大
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
巻
・
山
・
多
・
葦
）  

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

⑦
322 
有
（
戊
・
行
大
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
和
1
・
山
・
多
・
葦
）  

 
 

 

無
（
粘
・
伊
）

⑧
354 
有
（
戊
・
粘
・
伊
・
久
・
山
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
巻
・
葦
）

⑨
380 

有
（
戊
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

⑩
407 

有
（
戊
・
雲
・
関
・
粘
・
法
・
伊
・
久
・
益
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 

無
（
巻
・
太
）

⑪
422
の
次 

有
（
益
・
山
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
戊
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
下
・
葦
）

⑫
434 

有
（
戊
・
雲
・
関
・
粘
・
久
・
巻
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
伊
・
太
・
大
内
）

⑬
434
の
次 

有
（
伊
・

）
14
（久
・
太
・
大
内
・
山
）  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
戊
・
雲
・
関
・
粘
・
巻
・
葦
）

⑭
449 

有
（
戊
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
巻
・
太
・
山
・
多
・
葦
）  

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

⑮
534 

有
（
粘
・
近
・
伊
・

）
15
（久
・
巻
・
太
・
下
・
山
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
戊
・
雲
・
関
・
葦
）

⑯
535 

有
（
戊
・
関
・
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
・
太
・
下
・
山
・
葦
）  

 
 

 

無
（
雲
・
巻
）

⑰
564 

有
（
戊
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

⑱
603 

有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
大
内
・
山
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
（
戊
・
雲
・
関
・
巻
・
葦
）

⑲
617 

有
（
戊
・
雲
・
関
・
粘
・
法
・
伊
・
久
・
唐
1
・
下
・
山
・
葦
）  

 
 

無
（
安
・
巻
）

⑳
621 

有
（
戊
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
安
・
巻
）

㉑
652
の
次 

有
（
安
・
巻
・
定
大
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
（
戊
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
益
・
山
・
葦
）

㉒
712 

有
（
戊
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

㉓
714 

有
（
戊
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
）
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㉔
729 

有
（
戊
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
葦
）  

 
 

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

㉕
784 

有
（
戊
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
葦
）  

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

㉖
797 
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
益
・
山
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
（
戊
・
雲
・
関
・
安
・
巻
・
太
・
葦
）

こ
の
う
ち
、
粘
葉
本
類
と
も
雲
紙
本
類
と
も
分
か
ち
得
な
い
一
〇
首
（
① 

⑤ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑯ 

⑲ 

⑳ 

㉑
）
を
除
外
す
る
と
、
戊
辰
切
は
、
粘
葉
本

類
と
は
一
二
首
（
② 

③ 

④ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑭ 

⑰ 

㉒ 

㉓ 

㉔ 

㉕
）、
雲
紙
本
類
と
は
四
首
（
⑦ 

⑮ 

⑱ 

㉖
）
が
一
致
し
、
後
者
の
四
首
の
う
ち
、
三
首
（
⑮ 

⑱ 

㉖
）
は
戊
辰
切
・
雲
紙
本
類
に
無
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
右
の
う
ち
の
①
17
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
戊
辰
切
に
は
無
く
、
そ
こ
に
重
複
歌
（
630
）
が
位
置
す
る
が
、
巻
子
本
も
、
そ
の

位
置
に
630
「
見
度
者
櫻
柳
乎
古
支
交
天
郷
處
春
乃
錦
奈
梨
計
類
」
が
存
す
る
。

な
お
、
他
本
に
み
ら
れ
る
が
戊
辰
切
に
は
な
い
詩
歌
句
は
、
右
の
二
六
首
の
う
ち
、
七
首
（
① 

⑪ 

⑬ 

⑮ 

⑱ 

㉑ 

㉖
）
で
あ
り
、
そ
の
他
に
は
八

首
（
92
の
次
・
323
の
次
・
344
の
次
・
376
の
次
・
678
・
735
の
次
・
736
の
次
・
803
の
次
）
が
あ
る
。
こ
の
計
一
五
首
の
う
ち
、
四
首
（
17
・
534
・
603
・

797
）
を
除
い
た
一
一
首
は
、
全
て
「
後
人
の
加
）
16
（筆
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
戊
辰
切
は
諸
伝
本
中
、
比
較
的
欠
落
の
少
な
い
伝
本
で
あ

る
と
い
え
る
。

次
に
、
排
列
に
つ
い
て
も
、「
詩
歌
句
の
有
無
」
に
関
す
る
考
察
で
行
っ
た
と
同
様
、
あ
る
伝
本
の
排
列
が
他
本
の
排
列
と
異
な
る
箇
所
（
三
一

か
所
）
の
う
ち
、
一
本
の
み
が
他
本
と
異
な
る
場
合
を
除
外
す
る
と
次
の
六
項
目
と
な
る
。
諸
伝
本
間
に
お
い
て
排
列
に
異
同
が
あ
る
所
の
詩
歌

番
号
を
挙
げ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。

①
◇
110
・
111
（
戊
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
） 

◇
111
・
110
（
唐
2
・
葦
）

②
◇ 

137
〜
143
・
133
〜
136
﹇
巻
上
・
春
部
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」﹈ （
戊
・
雲
・
関
・
巻
・
山
・
葦
） 

◇
133
〜
143
﹇ 

巻
上
・
春
部
「
藤
」・「
躑
躅
」・

「
款
冬
」﹈（
粘
・
伊
）

③
◇
201
・
202
（
戊
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
葦
） 

◇
202
・
201
（
雲
・
関
）
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④
◇
273
・
272
（
戊
・
雲
・
関
・
久
・
唐
2
・
巻
・
山
・
葦
） 

◇
272
・
273
（
粘
・
伊
・
多
） 

⑤
◇
309
・
308
（
戊
・
雲
・
関
・
久
・
山
・
葦
） 

◇
308
・
309
（
粘
・
伊
） 

◇
308
無
（
巻
）

⑥
◇
312
・
313
（
戊
・
粘
・
伊
・
久
・
山
） 

◇
313
・
312
（
雲
・
葦
） 

◇
313
無
（
関
・
巻
・
和
1
）

戊
辰
切
は
粘
葉
本
類
と
も
同
排
列
で
あ
る
（
③ 

⑥
）
が
、
巻
上
・
春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
が
雲
紙
本
類
と
同
じ
く
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」

の
順
（
②
）
で
、
こ
の
他
に
も
戊
辰
切
は
雲
紙
本
類
と
同
排
列
で
あ
る
箇
所
が
二
か
所
み
ら
れ
る
（
④ 

⑤
）。

以
上
、
詩
歌
句
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
粘
葉
本
類
と
も
雲
紙
本
類
と
も
分
か
ち
得
な
い
一
〇
首
を
除
外
す
る
と
、
戊
辰
切
は
粘
葉

本
類
と
は
一
二
首
、
雲
紙
本
類
と
は
四
首
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
要
素
を
包
含
し
て

は
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
粘
葉
本
類
よ
り
で
あ
る
と
い
え
る
。
が
、
戊
辰
切
に
は
、
534
・
603
・
797
の
三
首
が
雲
紙
本
類
と
同
様
に
無
く
、

ま
た
、
排
列
の
面
で
は
、
両
類
の
形
態
を
特
徴
づ
け
て
い
る
と
も
い
え
る
、
巻
上
・
春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
が
雲
紙
本
類
と
同
じ
く
、「
躑
躅
」・「
款

冬
」・「
藤
」
の
順
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
戊
辰
切
は
巻
子
本
と
重
複
歌
（
630
）
を
共
有
す
る
等
、
雲
紙
本
類
の
要
素
が
各
種
み
ら
れ
る
こ
と
も
否

定
は
で
き
な
い
。四

個
々
の
本
文
を
考
察
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

戊
辰
切
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
を
み
る
た
め
に
、
和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と
し
て
異
同
調
査
を
全
本
文
に
亘
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
和
歌
で
は
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
等
に
つ
い
て
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
後
人
に
よ
る
改
竄
か
と
思
し
き
文
字
、
剥
落
等
の
た
め
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
は

原
則
、
対
象
外
と
し
た
。

そ
の
結
果
が
次
の
【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
で
あ
り
、
斜
線
の
左
は
和
歌
、
右
は
漢
詩
を
示
し
、
上
と
右
に
記
し
た
略
号
の
結
ば
れ



277　 第三章　第五節

た
欄
を
そ
れ
ぞ
れ
三
段
に
分
け
、
上
段
に
は
そ
の
二
本
間
に
お
け
る
対
照
箇
所
数
を
、
中
段
に
は
同
文
箇
所
数
を
、
下
段
に
は
そ
の
対
照
箇
所
数

に
対
す
る
同
文
箇
所
数
の
割
合
を
％
で
表
し
た
。

同
表
に
よ
る
と
、
戊
辰
切
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
近
い
順
に
、
漢
詩
は
、
粘
葉
本
（
八
五
．
九
％
）、
伊
予
切
（
八
五
．

六
％
）、近
衛
本
（
八
四
．
七
％
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
粘
葉
本
類
で
あ
る
。
和
歌
は
雲
紙
本
類
の
葦
手
本
（
七
三
．
七
％
）
が
あ
る
。
ま
た
、

久
松
切
（
七
一
．
〇
％
）
も
あ
る
。

次
に
、
戊
辰
切
と
、
漢
詩
に
お
い
て
同
文
率
の
高
い
粘
葉
本
類
と
の
同
文
例
を
挙
げ
る
。
戊
辰
切
・
粘
葉
本
類
の
本
文
の
下
に
は
諸
伝
本
と
の

異
同
を
示
し
、
括
弧
内
に
は
略
号
を
示
す
。

①
63
兮
（
戊
・
粘
・
伊
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ナ
シ
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
益
・
山
・
葦
）

②
63
兮
（
戊
・
粘
・
伊
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ナ
シ
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
益
・
山
・
葦
）

③
170
き
か
て
あ
ら
ふ
る
（
戊
・
粘
・
伊
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
か
す
あ
ら
ふ
る
（
雲
・
関
・
久
・
山
）
17
（

・
葦
）   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

不
聞
荒
振
（
巻
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

き
か
す
あ
ふ
る
（
和
1
）

④
351
月
き
よ
み
（
戊
・
粘
・
伊
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
き
よ
よ
み
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
葦
）

⑤
381
み
や
こ
に
は
（
戊
・
粘
・
伊
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
こ
に
わ
か
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
葦
） 

⑥
779
閇
（
戊
・
粘
・
近
・
法
・
伊
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

闇
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
葦
）

戊
辰
切
は
粘
葉
本
類
の
本
文
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
右
の
う
ち
の
③
・
⑤
の
全
文
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
傍
線
部

の
ご
と
く
、
戊
辰
切
に
は
雲
紙
本
類
の
本
文
が
混
じ
て
お
り
、
一
首
中
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
が
混
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

③
170
ね
き
こ
と
も
き
か
て
あ
ら
ふ
る
か
み
た
に
も
け
ふ
は
な
こ
し
と
人
は
い
ふ
な
り

 
 

か
み
た
に
も
（
戊
・
雲
・
関
・
葦
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
み
た
ち
も
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
和
1
・
山
）
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葦手本 戊辰切 山城切 巻子本 久松切 伊予切 法輪寺切 近衛本 粘葉本 関戸本 雲紙本 歌
詩

283 279 278 282 277 283 36 103 281 284

　

雲紙本

201 184 192 212 208 191 26 67 184 265 　

71.0 65.9 69.1 75.2 75.1 67.5 72.2 65.0 65.5 93.3 ％

283 279 278 282 277 283 36 103 281

　

759 関戸本

202 182 197 211 205 189 28 65 182 705 　

71.4 65.2 71.0 74.8 74.0 66.8 77.8 63.1 64.8 92.9 ％

280 276 277 279 276 283 34 103

　

827 763 粘葉本

184 179 148 183 220 266 33 94 585 559 　

65.7 64.9 53.4 65.6 79.7 94.0 97.1 91.3 70.7 73.3 ％

102 103 101 103 105 105 32

　

459 450 414 近衛本

69 72 60 60 86 94 31 432 315 313 　

67.6 69.9 59.4 58.3 81.9 89.5 96.9 94.1 70.0 75.6 ％

36 36 35 36 36 36

　

131 152 149 146 法輪寺切

27 24 21 24 29 33 121 146 109 112 　

75.0 66.7 60.0 66.7 80.6 91.7 92.4 96.1 73.2 76.7 ％

282 278 279 281 278

　

152 459 842 827 763 伊予切

192 183 155 194 227 149 428 809 583 559 　

68.1 65.8 55.6 69.0 81.7 98.0 93.2 96.1 70.5 73.3 ％

276 272 273 275

　

835 151 459 835 822 754 久松切

208 193 175 201 686 125 379 699 585 556 　

75.4 71.0 64.1 73.1 82.2 82.8 82.6 83.7 71.2 73.7 ％

281 277 276

　

825 830 147 452 830 817 751 巻子本

200 187 170 526 530 86 285 532 455 430 　

71.2 67.5 61.6 63.8 63.9 58.5 63.1 64.1 55.7 57.3 ％

277 273

　

809 814 819 151 444 819 806 738 山城切

168 156 508 657 653 121 344 656 603 565 　

60.6 57.1 62.8 80.7 79.7 80.1 77.5 80.1 74.8 76.6 ％

278

　

813 824 829 834 149 458 834 823 755 戊辰切

205 669 561 696 714 122 388 716 609 583 　

73.7 82.3 68.1 84.0 85.6 81.9 84.7 85.9 74.0 77.2 ％

　

813 796 807 812 817 145 439 817 807 740 葦手本

682 598 515 625 631 121 350 633 561 534 　

83.9 75.1 63.8 77.0 77.2 83.4 79.7 77.5 69.5 72.2 ％

【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
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⑤
381
み
や
こ
に
は
め
つ
ら
し
く
み
る
は
つ
ゆ
き
の
よ
し
の
ゝ
山
に
ふ
り
や
し
ぬ
ら
む

 
 

め
つ
ら
し
く
み
る
（
戊
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
葦
）  

 
 

め
つ
ら
し
と
み
る
（
粘
・
伊
）

ま
た
、

○
741
黄
壌
誰
知
我
白
頭
徒
憶
君
唯
将
老
年
涙
一
灑
故
人
文

の
傍
線
部
は
、
戊
辰
切
、
及
び
雲
紙
本
類
の
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
三
本
に
は
「
徒
」
と
あ
り
、
戊
辰
切
に
は
雲
紙
本
類
と
の
み
同
文
で
あ
る
例
も

存
す
る
（
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
久
松
切
・
安
宅
切
・
巻
子
本
・
太
田
切
は
「
獨
」。
近
衛
本
は
「
猶
」。
山
城
切
・
多
賀
切
は
「
獨徒

」
）。

次
に
、
和
歌
に
お
い
て
戊
辰
切
と
同
文
率
の
高
い
葦
手
本
・
久
松
切
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

さ
き
に
、
著
者
は
、
本
書
（
前
節
）
中
、
葦
手
本
の
本
文
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
際
、
葦
手
本
は
戊
辰
切
と
近
い
関
係
に
あ
り
、
両
本

は
書
写
の
面
に
お
い
て
も
密
接
な
関
係
に
あ

）
18
（
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
葦
手
本
は
、
粘
葉
本
類
の
要
素
を
も
有
す
る
が
、
大
き
く
は
雲
紙
本
類
の

系
譜
に
連
な
る
と
結
論
づ
け
た
。
従
っ
て
、
特
に
漢
詩
に
お
い
て
や
や
粘
葉
本
類
よ
り
に
位
置
す
る
戊
辰
切
と
は
こ
の
点
に
お
い
て
性
格
を
異
に

す
る
。

一
方
、
久
松
切
は
戊
辰
切
と
撰
者
で
あ
る
公
任
の
原
撰
本
か
ら
変
容
し
た
様
相
を
呈
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
性
が
認
め
ら
れ

）
19
（

る
。
た
と

え
ば
、

Ａ
259
し
ら
く
も
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と
ふ
か
り
の
か
す
さ
へ
見
ゆ
る
あ
き
の
よ
の
月

の
傍
線
部
は
、
戊
辰
切
・
久
松
切
・
散
書
切
の
三
本
は
「
か
す
さ
へ
」、
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
巻
子
本
・
下
絵
切
・
山
城
切
・

唐
紙
切
2
・
葦
手
本
の
九
本
は
「
か
け
さ
へ
」
と
あ
り
、
平
安
時
代
は
「
か
け
さ
へ
」
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸

伝
本
―
た
と
え
ば
、
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
20
（本

・
某
氏
蔵
本
（
日
本
古
典
文
学
刊
行
）
21
（会

）・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
）
22
（本

・
墨
流
本
（
伝
世

尊
寺
行
能
）
23
（筆

）・
陽
明
文
庫
蔵
本
（
伝
浄
弁
）
24
（筆

）
に
は
「
か
す
さ
へ
」
と
あ
り
、
そ
の
他
も
、
著
者
の
み
る
限
り
で
は
、「
か
け
さ
へ
」
よ
り
「
か
す

さ
へ
」
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
も
の
で
あ
っ

）
25
（

た
。
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他
文
献
『
古
今
集
』（
巻
四
・
秋
上
）
諸
伝
本
に
お
い
て
も
、「
か
け
さ
へ
」
と
「
か
す
さ
へ
」
の
両
様
あ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
同
様
、
平
安
時
代

は
「
か
け
さ
へ
」
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
関
戸
）
26
（本

・
筋
）
27
（切

・
元
永
）
28
（本

、「
か
け
さ
へ
」
）。
が
、
や
や
時
代
が
下
り
、
了
佐
切
『
古

今
集
』（
藤
原
俊
成
）
29
（筆

）
で
は
「
か
すケ
さ
へ
」
で
そ
の
後
は
「
か
す
さ
へ
」
が
擡
頭
す
る
。
片
桐
洋
一
）
30
（氏

は
陽
明
文
庫
蔵
本
（
伝
浄
弁
筆
）『
和
漢
朗
詠

集
』
の
解
説
に
お
い
て
陽
明
文
庫
蔵
本
（
伝
浄
弁
筆
）
は
「
鎌
倉
時
代
書
写
本
の
典
型
的
な
本
文
を
伝
え
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
一
例
に
当

該
箇
所
の
「
か
す
さ
へ
」
を
挙
げ
ら
れ
、『
古
今
集
』
の
「
本
文
研
究
の
結
果
が
そ
の
ま
ま
〈
和
漢
朗
詠
集
〉
に
現
れ
て
い
る
本
文
だ
と
思
う
」
と
さ

れ
た
。
片
桐
氏
の
ご
論
の
よ
う
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
『
古
今
集
』
と
の
接
触
は
想
像
に
難
く
な
く
、
戊
辰
切
・
久
松
切
の
「
か
す
さ
へ
」
は
、
後

代
的
様
相
を
帯
び
た
本
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』（
第
一
・
秋
の
月
）
に
も
「
数
さ
へ
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
戊
辰
切
・
久
松
切
の
「
か
す
さ
へ
」
は
平
安
時
代
に
お
け

る
諸
伝
本
校
訂
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

Ｂ
375
銀
河
沙
漲
三
千
界
梅
嶺
花
開
一
万
株

の
傍
線
部
に
つ
い
て
戊
辰
切
・
久
松
切
・
巻
子
本
・
下
絵
切
の
四
本
は
「
界
」、
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
の
四
本
は
「
里
」、
山
城

切
は
「
里
」
に
傍
書
「
界
」
が
あ
る
。
典
拠
は
『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
三
「
雪
中
即
事
寄
微
之
」。
当
該
箇
所
、「
里
」。
戊
辰
切
の
本
文
「
界
」
を
、

柿
村
重
松
氏
は
「
誤
）
31
（冩

」
と
説
か
れ
た
が
、
川
口
久
雄
氏
は
『
日
本
古
典
文
学
大
）
32
（系

』
の
頭
注
に
お
い
て
「
私
注
以
下
諸
本
〈
三
千
界
〉
に
作
る
。

三
千
里
と
す
る
と
平
面
的
。
三
千
大
千
世
界
と
す
る
と
深
み
が
ま
す
。
わ
が
国
の
人
は
後
者
に
解
し
た
ら
し
い
」
と
さ
れ
た
。
戊
辰
切
の
本
文
「
界
」

が
誤
写
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
改
訂
さ
れ
た
本
文
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
俄
に
断
じ
が
た
い
が
、
柿
村
氏
が
、「
集
註
に
は
三
千
界
と

あ
る
。
謡
曲
空
也
に
も
三
千
界
と
あ
る
か
ら
、
當
時
は
已
に
一
般
に
か
く
變
じ
て
居
た
と
見
え

）
33
（

る
」
と
さ
れ
た
ご
と
く
、
後
世
、
戊
辰
切
の
本
文

「
界
」
は
流
布
し
た
と
い
え

）
34
（

る
。

葦
手
本
・
久
松
切
を
除
き
、
諸
伝
本
中
、
一
本
だ
け
が
戊
辰
切
と
同
文
で
あ
る
箇
所
を
有
す
る
の
は
、
巻
子
本
（
319
「
聲
」・
371
「
知
」
）・
下
絵
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切
（
183
「
い
と
ゝ
は
る
け
き
」・
341
「
晩
」
）・
山
城
切
（
169
「
を
き
ま
さ
る
覧
」・
753
「
未
」
）・
多
賀
切
（
299
「
さ
き
し
よ
り
」・
689
「
あ
は
む
と
お
も

ひ
し
」
）
等
、
戊
辰
切
・
葦
手
本
・
久
松
切
と
同
様
、
十
二
世
紀
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
伝
本
群
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
戊
辰
切
と
巻
子
本
と
は
既
述
の
よ
う
に
重
複
歌
（
630
）
を
共
有
し
て
お
り
、
巻
子
本
と
葦
手
本
と
の
関
係
も
近
）
35
（

い
。
ま
た
、
戊
辰

切
と
山
城
切
と
は
形
態
的
な
面
に
お
い
て
類
同
的
な
関
係
に
あ
り
、
山
城
切
と
十
二
世
紀
書
写
本
と
の
間
に
も
共
通
異
文
例
が
認
め
ら
れ
る
こ

）
36
（

と

か
ら
、
諸
伝
本
間
に
お
い
て
接
触
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

な
お
、
諸
伝
本
中
、
戊
辰
切
に
の
み
み
ら
れ
る
和
歌
本
文
の
う
ち
、
35 

「
わ
か
な
つ
ま
む
と
」（『
拾
遺
）
37
（集

』・『
三
十
六
人
）
38
（撰

』・『
人
麿
）
39
（集

』
Ⅱ
）・

37 

「
は
る
の
ゝ
に
」（『
貫
之
集
』
Ⅰ
・
Ⅱ
）・
155
「
夏
の
よ
は
」（『
古
今
集
』・『
新
撰
和
歌
』
）
等
は
、
他
文
献
参
照
に
よ
る
校
訂
が
施
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

本
文
の
下
の
注
記
に
お
い
て
も
、
戊
辰
切
で
は
、
唐
人
作
の
賦
句
に
も
作
者
名
が
注
さ
れ
て
お

）
40
（
り
（
63 

「
賈
髙
」・
240 

「
公
乗
憶
」
）、 

67 

「
春
江 

白
」・
397 

「
傅
温 

山
居
」
等
か
ら
も
、
戊
辰
切
に
は
、
後
世
、
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
研
究
的
要
素
の
萌
し
が
窺
え
る
。

以
上
、
戊
辰
切
の
本
文
は
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
で
あ
り
な
が
ら
、
や
や
粘
葉
本
類
よ
り
に
位
置
し
、
横
の
繋
が
り
に

は
、
葦
手
本
・
久
松
切
を
は
じ
め
と
す
る
十
二
世
紀
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
伝
本
群
と
の
連
関
性
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
戊
辰
切
の
本
文
・

注
記
か
ら
は
、
他
資
料
参
照
に
よ
る
校
訂
、
ま
た
は
改
訂
が
施
さ
れ
た
か
と
も
思
わ
れ
、
戊
辰
切
は
、
広
く
諸
伝
本
と
共
通
要
素
を
有
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

五

戊
辰
切
に
み
ら
れ
る
後
代
的
変
移
の
様
相
は
題
の
用
字
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。

多
く
の
伝
本
は
、
巻
頭
の
内
題
の
次
に
、
部
類
名
・
題
の
一
覧
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
一
覧
の
、
巻
上
・
夏
部
の
題
「
花
橘
」（
は
な
た
ち
ば
な
）

に
着
目
す
る
と
、
平
安
時
代
書
写
諸
伝
本
に
お
い
て
は
、「
花
橘
」
が
優
勢
で
あ
る
が
（
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
山
城
切
の
諸
伝
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本
に
は
「
花
橘
」
）、
戊
辰
切
・
久
松
切
の
二
本
に
は
「
盧
橘
」
と
あ
る
。

当
題
目
の
異
同
に
つ
い
て
、
土
井
忠
生
氏
は
、「
朗
詠
集
は
、
上
巻
の
範
圍
に
就
い
て
言
へ
ば
、「
花
橘
」
と
題
す
る
も
の
と
「
盧
橘
」
と
題
す

る
も
の
と
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
と
、
大
體
に
於
い
て
言
へ
る
や
う

）
41
（

で
」、「
前
者
を
花
橘
本
、
後
者
を
盧
橘
本
と
呼
ん
で
、
二
類
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
さ
れ
た
。
分
類
上
、
重
視
す
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
は
、「
室
町
時
代
は
、
そ
の
盧
橘
本
が
勢
力
を
得
た
時
期
で

あ
っ

）
42
（

た
」
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
た
。
戊
辰
切
・
久
松
切
に
、
既
に
「
盧
橘
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
花
橘
」
か
ら
「
盧
橘
」
に
転
化
し
た
そ
の
本
源
は
、

平
安
時
代
に
ま
で
遡
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
文
中
の
題
で
は
、
戊
辰
切
で
は
「
雁
付
帰
雁
」・「
氷
付
春
氷
」
に
み
ら
れ
る
題
「
雁
」・「
氷
」
の
下
に
、
付
録
的
に
小
字
に
て
記
さ
れ
て
い

る
付
項
目
「
帰
雁
」・「
春
氷
」
が
独
立
し
た
一
題
目
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
中
、「
帰
雁
」・「
春
氷
」
は
山
城
切
に
も
存
し
、「
春
氷
」
は
そ
の
他
、
下
絵
切
に
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
別
項
目
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
「
帰
）
43
（雁
」・「
春
）
44
（氷
」
も
、
後
代
の
諸
伝
本
に
（『
和
漢
朗
詠
集
私
注
）
45
（

』
に
も
）
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
も
題
「
盧

橘
」
の
場
合
と
同
断
で
あ
り
、
戊
辰
切
に
み
ら
れ
る
「
後
世
的
な
要
）
46
（素
」
と
い
え
よ
う
。

六

戊
辰
切
に
は
形
態
的
な
面
に
お
い
て
は
雲
紙
本
類
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
が
、
本
文
は
や
や
粘
葉
本
類
よ
り
に
位
置
し
て
お
り
、
粘
葉
本
類
・

雲
紙
本
類
の
両
要
素
が
混
在
し
て
い
た
。
横
の
関
係
に
お
い
て
は
、
他
本
と
の
接
触
、
ま
た
、
戊
辰
切
同
様
、
十
二
世
紀
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い

る
伝
本
群
と
の
繋
が
り
も
認
め
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
戊
辰
切
と
近
い
関
係
に
あ
る
の
は
葦
手
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
葦
手
本
は
大
き
く
は
雲
紙
本

類
の
系
譜
上
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
戊
辰
切
が
有
す
る
後
代
的
要
素
は
葦
手
本
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ

）
47
（

た
。

一
方
、
久
松
切
も
、
本
書
（
第
三
章 

第
九
節
）
中
、
記
述
す
る
通
り
、
粘
葉
本
類
よ
り
か
と
思
わ
れ
る
本
文
を
有
す
る
が
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本

両
類
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
ず
、
ま
た
、
形
態
的
に
も
後
代
的
変
移
の
様
相
を
帯
び
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
戊
辰
切
に
類
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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集
成
本
的
・
研
究
本
文
的
性
格
を
有
す
る
後
代
の
諸
伝
本
で
は
、
⑴ 

戊
辰
切
が
有
す
る
重
複
歌
（
630
）
の
書
き
込
み
、
ま
た
は
本
文
化
が
な
さ

れ
て
い
る
、
⑵ 

巻
上
・
夏
部
の
題
「
盧
橘
」
が
「
花
橘
」
の
傍
ら
に
注
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
「
花
橘
」
の
位
置
に
「
盧
橘
」
と
あ
る
、
⑶ 

元
来
、

付
項
目
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
帰
雁
」・「
春
氷
」
が
本
題
目
と
し
て
独
立
し
て
い
る
等
、戊
辰
切
に
存
す
る
（
平
安
時
代
書
写
本
に
お
い
て
は
異
質
な
）

要
素
が
摂
取
さ
れ
、
継
承
さ
れ
た
跡
が
窺
え
る
。

後
代
の
流
布
本
の
本
文
性
格
を
探
り
、
そ
の
源
流
を
辿
る
上
で
も
、
平
安
時
代
と
い
う
早
い
時
点
で
、
異
本
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
た
戊

辰
切
は
諸
伝
本
研
究
の
上
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

注（
1
）
小
松
茂
美
氏
監
修
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
84 

﹇
平
成
元
年  

二
玄
社
﹈
81
頁

（
2
）
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
学
芸
部
編
集
・
制
作
『
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
所
蔵 

名
品
聚
』 ﹇
平
成
7
年  

サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
﹈
75
頁

（
3
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈ 

348
頁

（
4
）
小
松
茂
美
氏
編
『
日
本
書
道
辞
典
』﹇
昭
和
62
年  
二
玄
社
﹈「
戊
辰
切
」
の
項

（
5
）
小
松
茂
美
氏
は
、
上
巻
は
「
藤
原
伊
行
（
子
）
」、
下
巻
は
「
藤
原
定
信
（
父
）
」
の
「
筆
な
る
こ
と
は
、
動
か
し
が
た
い
事
実
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ

た
（
前
掲
〈
注
3
〉
に
同
。
345
頁
）。
が
、春
名
好
重
氏
は
「
上
巻
の
書
風
は
伊
行
の
『
葦
手
下
絵
和
漢
朗
詠
抄
』
の
書
風
に
似
て
い
る
が
、同
筆
で
は
な
い
。

下
巻
の
書
風
は
定
信
の
『
金
沢
本
万
葉
集
』
の
書
風
に
似
て
い
る
が
、
同
筆
で
は
な
い
」
と
さ
れ
（
春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』﹇
昭
和
54
年  

淡
交

社
﹈「
戊
辰
切
」
の
項
）、
堀
江
知
彦
氏
も
、「
上
巻
の
筆
者
は
藤
原
伊
行
」、「
下
巻
の
そ
れ
は
父
の
定
信
と
伝
え
ら
れ
て
」
い
る
が
、「
に
わ
か
に
断
定
は

許
さ
れ
な
い
」（
堀
江
知
彦
氏
著
『
古
筆
』﹇
平
成
5
年  

知
道
出
版
﹈ 

102
頁
）
と
さ
れ
た
。

（
6
）
前
掲
（
注
2
）
に
同
。
な
お
、
巻
上
・
秋
部
「
女
郎
花
」
の
七
行
（「
女
郎
花
」（
題
）・
279
・
280
・
281
）
は
、
巻
下
と
同
筆
と
み
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
「
上
下
巻

の
筆
者
の
関
係
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
い
え
る
（
飯
島
春
敬
氏
著
『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
七
巻 

﹇
昭
和
61
年  

書
藝
文
化
新
社
﹈ 

232
頁
）。
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（
7
）
堀
部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
313
頁

（
8
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
複
製
本
に
拠
っ
た
。

（
9
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈

（
10
）
戊
辰
切
に
は
17
の
位
置
に
他
の
和
歌
（
630
）
が
存
す
る
。

（
11
）
記
述
中
、「
の
次
」
と
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く
、
無
番
号
。
当
該
番
号
の
詩
歌
句
の
次
（
こ
こ
で
は
796
の
次
）
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本

表
記
に
よ
り
当
該
詩
歌
句
の
位
置
を
示
す
。
以
下
、
同
。

（
12
）
春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』﹇
昭
和
54
年  

淡
交
社
﹈「
戊
辰
切
」
の
項

（
13
）
17
が
無
く
17
の
位
置
に
630
が
重
複
す
る
の
は
、
630
と
17
の
初
句
が
と
も
に
「
み
わ
た
せ
は
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
誤
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

（
久
曽
神
昇
氏
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年 

ひ
た
く
書
房
﹈ 

197
頁
） 

。                                            

（
14
）
久
松
切
、
後
人
に
よ
る
補
筆
。

（
15
）
久
松
切
、
後
人
に
よ
る
補
筆
（
片
仮
名
）。

（
16
）
山
田
孝
雄
氏
校
訂
『
岩
波
文
庫 

676 

倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店 

﹈ 

13
〜
15
頁 

（
17
）
山
城
切
、「
い
ふ
な
り
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
傍
書
。

（
18
）
葦
手
本
は
奥
書
か
ら
藤
原
伊
行
（
生
年
未
詳
―
一
一
七
二
以
後
）
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
戊
辰
切
の
書
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
注
5
）
に
同
。

（
19
）
本
書
（
第
三
章 

第
九
節
）
中
、
指
摘
し
た
。

（
20
）
中
田
武
司
氏
解
題
『
専
修
大
学
図
書
館
蔵
古
典
籍
影
印
叢
刊 

和
漢
朗
詠
集
二
帖
』﹇
昭
和
56
年  

専
修
大
学
出
版
局
﹈

（
21
）
日
本
古
典
文
学
会
監
修
・
編
集
『
複
刻
日
本
古
典
文
学
館 

和
漢
朗
詠
集
』 ﹇
昭
和
50
年  

日
本
古
典
文
学
刊
行
会
﹈

（
22
）
杤
尾
武
氏
著
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』﹇
平
成
5
年  

臨
川
書
店
﹈

（
23
）
小
松
茂
美
氏
監
修
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
14 

﹇
平
成
2
年  

二
玄
社
﹈ 
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（
24
）
片
桐
洋
一
氏
解
説
『
陽
明
叢
書 

国
書
篇
』
第
七
輯 

﹇
昭
和
53
年  

思
文
閣
出
版
﹈

（
25
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
調
査
し
得
た
四
六
種
の
う
ち
、「
か
す
さ
へ
」
四
一
種
。「
か
け
さ
へ
」
一
種
。

（
26
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
巻
﹇
平
成
元
年  

講
談
社
﹈ 

（
27
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
古
今
集
古
筆
資
料
集
』﹇
平
成
2
年  

風
間
書
房
﹈

（
28
）
小
松
茂
美
氏
監
修
『
国
宝
元
永
本
古
今
和
歌
集 

上
』
第
一
巻
﹇
昭
和
55
年  

講
談
社
﹈ 

（
29
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
三
巻
﹇
平
成
元
年  

講
談
社
﹈ 

（
30
）
前
掲
（
注
24
）
に
同
。

（
31
）
柿
村
重
松
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
考
證
』﹇
昭
和
48
年  

藝
林
舎
﹈
巻
上 

322
頁

（
32
）
川
口
久
雄
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
73
﹇
昭
和
44
年  

岩
波
書
店
﹈
143
頁

（
33
）
柿
村
重
松
氏
註
『
倭
漢
新
撰
朗
詠
集
要
解
』﹇
昭
和
6
年  

目
黒
書
店
﹈
57
頁

（
34
）
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
某
氏
蔵
本
（
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
）・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
・
墨
流
本
（
伝
世
尊
寺
行
能
筆
）・
陽
明
文
庫

蔵
本
（
伝
浄
弁
筆
）（
前
掲
〈
注
20
〉
〜
〈
注
24
〉
に
同
）
は
、
当
該
箇
所
、「
界
」。
ま
た
、
調
査
し
得
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、

四
六
種
の
う
ち
、「
界
」
四
二
種
。「
里
」
四
種
。

（
35
）
本
書
（
第
三
章 

第
八
節
）
中
、
指
摘
し
た
。

（
36
）
前
掲
（
注
19
）
に
同
。

（
37
）
片
桐
洋
一
氏
著
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
〔
伝
本
・
校
本
篇
〕』﹇
昭
和
55
年  
大
学
堂
書
店
﹈
に
拠
っ
た
。

（
38
）
久
松
潜
一
氏
校
『
公
任
歌
論
集
』
第
四
九
冊
﹇
昭
和
26
年  

古
典
文
庫
﹈
に
拠
っ
た
。

（
39
）
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
私
家
集
は
『
私
家
集
大
成
』
に
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。

（
40
）
三
木
雅
博
氏
は
、「
平
安
後
期
の
現
存
す
る
最
も
古
い
『
朗
詠
集
』
写
本
群
に
共
通
す
る
本
文
形
態
」
と
し
て
、「
原
則
と
し
て
」「
唐
人
の
賦
句
の
み
に
は
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作
者
名
が
記
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
（
同
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』﹇
平
成
7
年  

勉
誠
社
﹈
145
頁
）。

（
41
）
土
井
忠
生
氏
著
『
吉
利
支
丹
文
獻
考
』﹇
昭
和
38
年  

三
省
堂
﹈
23
・
24
頁

（
42
）
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
慶
長
五
年
耶
蘇
會
板
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
39
年  

京
都
大
学
国
文
学
会
﹈
5
頁

（
43
）
山
城
切
も
「
帰
雁
」、
本
題
目
。

（
44
）
山
城
切
・
下
絵
切
も
「
春
氷
」、
本
題
目
。
久
松
切
、
墨
色
の
異
な
る
筆
で
、「
帰
雁
」・「
春
氷
」、
本
題
目
と
し
て
補
筆
。

（
45
）
山
内
潤
三
・
木
村
晟
・
杤
尾
武
氏
編
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』﹇
平
成
元
年  

新
典
社
﹈ 

他
。

（
46
）
前
掲
（
注
7
）
に
同
。

（
47
）
本
書
（
第
三
章 

第
三
節
）
中
、
指
摘
し
た
。

﹇
謝
辞
﹈

戊
辰
切
の
複
製
本
の
閲
覧
に
際
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




